
ＹＣシールハンガー使用上のご注意

この度は、弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

本製品は、弊社工場において注意深く製造されております。防振性能を確実に発揮させ、施

工後の不具合やトラブルを未然に防ぐため、施工前に必ず以下の注意点をご確認ください。

●設計上のご注意事項
① 設計に際して、シールハンガーの各タイプ毎に示されている使用荷重範囲を超えないよ

うに、天井の吊り荷重から適切なタイプの選定と個数を拾いだしてください。

② 使用荷重範囲を越えた過大な荷重をかけますと、クリープ等が生じて損傷を受ける可能

性がありますのでご注意ください。

③ シールハンガーはゴムを素材としていますので、設置場所の雰囲気温度が６０℃以下で

使用してください。

適切な環境温度は5℃～40℃です。

④ 屋外および風の通り（風荷重）が考えられる場合は使用しないでください。

●施工時のご注意事項
① シールハンガーは、固定側（躯体側）と吊り天井側がゴムを介してつながっている状態で

防振効果を発揮します。施工に際しまして躯体側と吊り天井がシールハンガー以外のも

のに接触の無いようにご注意ください。

② 緩み止め（ダブルナット）締めしてください。（裏面図参照）

※ YCシリーズは、ダブルナット締付け時に必ずゴム固定ナットと締付ナットにスパナを2

丁掛けにしてください。又吊りボルトの先端は締付けナットから２山以上出してください。

ただし、ボルト同士、躯体との接触が無いようにご注意ください。

③  シールハンガーは、施工時に際して溶接の火花等がかからないようにご注意ください。

溶接作業をシールハンガーの近くで行う場合は養生をお願いします。

④ 吊りボルトの鉛直との角度は5°以内で施工してください。

⑤ グリース、オイル等の油類またシンナー等の溶剤類は、シールハンガーのゴムにとって

有害です。これらとの接触によりゴムが損傷を受ける場合がありますのでご注意くださ

い。

シールハンガーの保管、仮置き、施工の際にこれらの有害物との接触防止および、施工

後における塗装などの他工事によるゴムの損傷防止には十分ご注意ください。

次頁の取付説明図も必ずご覧ください
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YCシールハンガー取付説明図

締付ナット

ゴム固定ナット

ボルトが接触しない
ようにしてください。

適用ボルト
W3/8 or M10

YC －30Z

YC－30S

取付必要部材

製品番号 ナット

YC-30W 2

YC-30S 2

YC-30Z 2 [個]

適用ボルト
W3/8 or M10ゴム固定ナット

締付ナット

埋込インサート

ナット

ねじが
切ってあります。

YC－30W

締付ナット

ゴム固定ナット

適用ボルト
W3/8 or M10

① 内側のナットは、緩み止めのためにダブル
ナット締めを行ってください。この時、ゴムを
圧縮しないように注意してください。

② 上下吊りボルトは、接触しないようにしてくだ
さい。

③ 吊りボルトの鉛直との角度は、５°以内にし
てください。

④ 設備系の機械等と接触しないように注意して
ください。

＜重要事項＞
屋外および風の通り（風荷重）が考えられる場合
は 使用しな いでください。

施工時のご注意事項
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ＹＨシールハンガー使用上のご注意

この度は、弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

本製品は、弊社工場において注意深く製造されております。防振性能を確実に発揮させ、施

工後の不具合やトラブルを未然に防ぐため、施工前に必ず以下の注意点をご確認ください。

●設計上のご注意事項
① 設計に際して、シールハンガーの各タイプ毎に示されている使用荷重範囲を超えないよ

うに、天井の吊り荷重から適切なタイプの選定と個数を拾いだしてください。

② 使用荷重範囲を越えた過大な荷重をかけますと、クリープ等が生じて損傷を受ける可能

性がありますのでご注意ください。

③ シールハンガーはゴムを素材としていますので、設置場所の雰囲気温度が６０℃以下で

使用してください。

適切な環境温度は5℃～40℃です。

④ 屋外および風の通り（風荷重）が考えられる場合は使用しないでください。

●施工時のご注意事項
① シールハンガーは、固定側（躯体側）と吊り天井側がゴムを介してつながっている状態で

防振効果を発揮します。施工に際しまして躯体側と吊り天井がシールハンガー以外のも

のに接触の無いようにご注意ください。

② 緩み止め（ダブルナット）締めしてください。（裏面図参照）

※ YHシリーズは、ダブルナット締付け時に必ずゴム固定ナットと締付ナットにスパナを2

丁掛けにしてください。又吊りボルトの先端は締付けナットから２山以上出してください。

ただし、ボルト同士、躯体との接触が無いようにご注意ください。

③  シールハンガーは、施工時に際して溶接の火花等がかからないようにご注意ください。

溶接作業をシールハンガーの近くで行う場合は養生をお願いします。

④ 吊りボルトの鉛直との角度は5°以内で施工してください。

⑤ グリース、オイル等の油類またシンナー等の溶剤類は、シールハンガーのゴムにとって

有害です。これらとの接触によりゴムが損傷を受ける場合がありますのでご注意くださ

い。

シールハンガーの保管、仮置き、施工の際にこれらの有害物との接触防止および、施工

後における塗装などの他工事によるゴムの損傷防止には十分ご注意ください。

次頁の取付説明図も必ずご覧ください
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YHシールハンガー取付説明図

YH－30S/60S/90S

締付ナット

締付ナット

ゴム固定ナット

LGS側に取り付けて
ください。

ナットが触れた
状態から1回転
で締め込みを
止めてください。

ゴム固定ナット

ナットが触れた
状態から1回転
で締め込みを
止めてください。

ボルトが接触しない
ようにしてください。

全タイプ共通

適用ボルト
W3/8 or M10

適用ボルト
W3/8 or M10

① 内側のナットは、緩み止めのためにダブルナット
締めを行ってください。この時、ゴムを圧縮しない
ように注意してください。

② 外側のナットは、ナットが触れた状態から1回転で
締め込みを止めてください。（ゴムがある側のみ）

③ 上下吊りボルトは、接触しないようにしてください。
④ 吊りボルトの鉛直との角度は、５°以内にしてくだ

さい。
⑤ 設備系の機械等と接触しないように注意してくだ

さい。

＜重要事項＞
屋外および風の通り（風荷重）が考えられる場合は 
使用しな いでください。

施工時のご注意事項

内 ・ 外 各 々 に 平
ワッシャを使用し
てください。

YH－30W/60W/90W

取付必要部材

製品番号 平ワッシャ ナット

YH-30S 2 5

YH-60S/90S 2 5

YH-30W ー 6

YH-60W/90W ー 6 [個]
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ＣＨシールハンガー使用上のご注意

この度は、弊社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

本製品は、弊社工場において注意深く製造されております。防振性能を確実に発揮させ、施

工後の不具合やトラブルを未然に防ぐため、施工前に必ず以下の注意点をご確認ください。

●設計上のご注意事項
① 設計に際して、シールハンガーの各タイプ毎に示されている使用荷重範囲を超えないよ

うに、天井の吊り荷重から適切なタイプの選定と個数を拾いだしてください。

② 使用荷重範囲を越えた過大な荷重をかけますと、クリープ等が生じて損傷を受ける可能

性がありますのでご注意ください。

③ シールハンガーはゴムを素材としていますので、設置場所の雰囲気温度が６０℃以下で

使用してください。

適切な環境温度は5℃～40℃です。

④ 屋外および風の通り（風荷重）が考えられる場合は使用しないでください。

●施工時のご注意事項
① シールハンガーは、固定側（躯体側）と吊り天井側がゴムを介してつながっている状態で

防振効果を発揮します。施工に際しまして躯体側と吊り天井がシールハンガー以外のも

のに接触の無いようにご注意ください。

② 緩み止め（ダブルナット）締めしてください。（裏面図参照）

③  シールハンガーは、施工時に際して溶接の火花等がかからないようにご注意ください。

溶接作業をシールハンガーの近くで行う場合は養生をお願いします。

④ 吊りボルトの鉛直との角度は5°以内で施工してください。

⑤ グリース、オイル等の油類またシンナー等の溶剤類は、シールハンガーのゴムにとって

有害です。これらとの接触によりゴムが損傷を受ける場合がありますのでご注意くださ

い。

シールハンガーの保管、仮置き、施工の際にこれらの有害物との接触防止および、施工

後における塗装などの他工事によるゴムの損傷防止には十分ご注意ください。

⑥ CHシリーズは、天井内へ入って作業することはできませんので十分ご注意ください。

次頁の取付説明図も必ずご覧ください
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CHシールハンガー取付説明図

CH－15N/30N

締付ナット

適用ボルト
W3/8 or M10

① シールハンガー取付時にゴムがねじれない
ようご注意ください。
また、シールハンガーに荷重をかけすぎな
いようにご注意ください。

② 上下吊りボルトは、ゴムに接触しないように
してください。

③ 吊りボルトの鉛直との角度は、５°以内にし
てください。

④ 設備系の機械等と接触しないように注意し
てください。

⑤ 天井内へ入って作業することは出来ません。

※屋外および風の通り（風荷重）が考えられ
 る場合は使用しないでください。

取付時にゴムが
ねじれないように
ご注意ください。

取付時に荷重を
かけすぎないよう
にご注意ください。

施工時のご注意事項

ヤクモデービー株式会社
本社 〒141 -0032  東京都品川区大崎5-4-18

℡ 03-5496 -7645( 代)

取付必要部材

製品番号 ナット

CH-15N 4

CH-30N 4 [個]
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LGS側に取り付けて
ください。
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